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173　　　　 持続的 臍帯圧 迫 に よ る羊胎 仔脳血 流

量 の 変 化 ，特 に 頸動 脈 か らの 脳 内血 流量 ・ 脳外血

流 量 の 割合 の 変 化 に つ い て

174 　 酸素供給減姻 こ対す る胎児の 代謝的適応能
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【目的 】胎 児仮 死 で は 脳 へ の 血流 再配分 に よ り頸

動脈 血 流量 や脳 血 流 量 の 増加 が報 告 され て い る 。

今 回 は 実験 的胎 児 仮死 例 で 頸動 脈 か ら脳 に 至 る 内

頸動脈系を介 し た 脳 内血流 量 と，外頸 動脈 系を介

し た 脳外血 流 量 と の 割合 ，お よ び そ の 変化に つ い

て 検討 し た 。

【方法】羊 胎仔 慢性 実験 モ デ ル を 用 い
， 持続的臍

帯圧 迫 を 10分間 続け ， FHR 上 prolonged 　 brady −

cardia の 状態を 作成 し，臍帯圧 迫 中 の 羊胎仔 脳血

流量 を ポ ジ ト ロ ン CT で
， 頸 動脈 血 流量 を transit

time 超音波血流 計を 用 い て 計 測 し 脳 内
・外血流 量

を算 出 し た 。ま た ，FHR ，　 FABP ，動 脈血 ガ ス 値 も

同時 に 計 測 した 。

【成 績】   定常状態 に お け る 脳 内血 流量 ，脳 外血

流 量 の 割合 （以 下 ，割合）は ほ ぼ 40 ：60で あ っ た 。

  持 続的 臍帯圧 迫 の 開始 2 分 後 に は脳 血 流 量は増

加 す る が ， こ の 割 合 は 40 ：60の まま で あ っ た 。

  臍 帯圧 迫 開始 6 分 後に は羊 胎仔脳 血 流量 は ピ ー

ク とな る が
，

こ の 害lj合 は 56 ： 44と な っ た 。

  臍 帯圧 迫 開始 10分 後 に は，脳血 流 量 は ピ ー
ク の

約 半分 ま で 低 下 し，こ の 割合 は 34 ：66と な っ た 。

  臍帯圧 迫終 了 15分 後 ， 脳血 流量 は 低 下 し た ま ま

で あ り，こ の 割 合は 25 ： 75で あ っ た 。

【結 論】血 流 再 配分 に よ る 脳 血流 量 の 増加 は ，は

じめ は 脳 内血 流 量 と脳外 血 流 量が 同 じ 割合 で 増加

す る が ，そ の 増加が限 界に 達 す る と今度 は脳外血

流 量 が減 少 し少 しで も多 くの 脳 内血 流 量 を維 持 し

よ う と す る 第 2 段 の 脳血 流 配分 機構 が 働 く こ と が

考え られ る 。し か し，
こ の 脳 血流 維持 機 構が破綻

し て し ま う と こ の バ ラ ン ス は 崩れ ，今後 は 逆 に 脳

内血 流量 が 減少 し，脳外 血流 量 が 優 位 と な る 。

目的 ： 胎児動脈血 PO2 は 20’−30 皿皿 Hg 程度で ，胎

児は限られ た酸素環境下 で 生存してい る．．また ，

母体か らの 酸素供給は子宮収縮 な ど様 々 な生理的

条件下で 容易に減少する．そ こ で ，我 々 は ，酸素

供給減少時 の 胎児 の代謝的適応能を酸素消費量

（VO2 ）よ り検討した．方法 ； term の 妊賑 ヒ ツ ジ

6 頭を chronic 　 preparation とした．胎仔 に気

管内チ＝一一
ブを挿入 し ， ヴ ェ ン チ レ

ー
シ ョ ン に よ り

動 脈 血PO2 を hypoxia（≦2〔｝m 醜 ）か ら normoxia （2〔F

3〕mmHg ），　hyperoxia（＞50md　9）と変化 させ ， 対応

する 胎仔酸素消費量 （VO2）， 動脈血 ガ ス ， 乳酸濃

度を検討 した．VO2 は胎仔 が消費 した 酸素量を直

接スパ イ ロ メータ
ーで 測定した．成績 ； 1）胎仔

normoxia から軽度 hypoxia 域 では（15mniHg＜PO2

＜ SOmniHg），胎仔 VO2 は PO2 の 減少 に伴 い 減少し ，

norm 。xia 時 の平igVO26．4ml／血n／kgから蝿 ％迄

減少した．高度hypoxia（po2〈 15m血臼9）で は胎仔

VO2 は急激 に減少 した，一
方 ，　hyper。xia 域では

VO2 は normoxia 時 の 10 ％迄亢進 した．以上 の 関

係はVO2 ニー9．62 ＋ In　PO2 −O．66×（In　PO2）
2
で 表さ

れ た（pくO．05），更に 動脈血中酸素含有量（OC ）と

VO2 には VO2 ； −2．3 ＋ 0．3 ×OC の 相関が あっ た（p＜

ODes ），2 ）低酸素 に よ り動脈血 pH は減少 し ，

VO2減少開始時 の PH は 7．2で あ っ た．　 PH 〈72 で

は VO2 は酸素投与 に て も，ac 玉dosis の な い 時 の

60％迄 しか回復しなか っ た．給論 ：低酸素時 に は ，

胎仔Whole　 body の 好気的代謝量（VO2 ）は低下 し ，

逆に 高酸素時 に は亢進 した．こ のVO2 の 酸素供給

量 に 対す る依存性は ，normoxia 時 に も観察され ，

子 宮内の 限られ た酸素供給に 対する適応肓巨で あり，更に ，

組織hypoxiaの生 じない 限り（ro2 ＞1fUllH9
，
PH ＞7．2 ），

低酸素に 対する胎仔予備能として働くと考 え られ た
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